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問題解決の糸口として、アドバイザーとして、
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物
流
の

「
２
０
２
４
年
問
題
」
と
は

●
働
き
手
が
い
な
く
な
る
理
由

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
制

限
に
よ
っ
て
輸
送
能
力
が
下
が
り
、
こ
れ

ま
で
通
り
に
モ
ノ
が
運
べ
ず
社
会
活
動
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
な
ぜ
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
労
働
時
間
が
２
０
２
４
年
4
月
1

日
か
ら
制
限
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
て
い
る
方
は
少
な
く
、
ま
ず
、

そ
の
説
明
を
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
働
き
方
改
革
推
進
の
た
め
に

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
で
あ
る

「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
が
、
改
正
後
の

２
０
１
９
年
4
月
1
日
か
ら
労
働
基
準
法

と
し
て
順
次
施
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中

に
「
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
」
が
罰
則

付
き
で
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

大
手
企
業
は
２
０
１
９
年
4
月
1
日
か

ら
年
間
時
間
外
労
働
時
間
が
、
臨
時
的
な

特
別
の
事
情
が
あ
っ
て
労
使
が
合
意
す
る

場
合
（
特
別
条
項
）
で
年
間
７
２
０
時
間

に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
中
小
企
業
に
つ
い

て
も
２
０
２
０
年
4
月
1
日
よ
り
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
例
と
し
て
自
動
車
運
転

業
務
は
5
年
間
猶
予
さ
れ
、
２
０
２
４
年

4
月
1
日
か
ら
臨
時
的
な
特
別
の
事
情
が

あ
り
、
労
使
が
合
意
す
る
場
合
に
限
り
、

特
別
条
項
で
年
間
９
６
０
時
間
に
制
限
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
他
の
職
種
と
比
較
し
て
5
年
も

猶
予
さ
れ
、
な
お
か
つ
年
間
２
４
０
時
間

も
多
い
の
で
し
ょ
う
か
？
業
界
の
現
状

に
つ
い
て
国
土
交
通
省
か
ら
資
料
※ 1
が
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
料
は
、
令
和
2
年

（
２
０
２
０
年
）
ま
で
の
数
字
で
す
が
、

①
労
働
時
間

　

全
職
業
平
均
よ
り
約
2
割
長
い

②
年
間
賃
金

　

全
産
業
平
均
よ
り
約
1
割
〜
2
割
低
い

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
時
間
当
た
り

の
賃
金
に
換
算
す
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
は
全
職
業
に
比
較
し
て
約
32
％
も

低
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
で
単
純
に
時
間
外
労
働
時
間

を
減
ら
す
と
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
と
し
て

は
受
託
で
き
る
業
務
量
（
輸
送
能
力
）
が

減
り
、
結
果
的
に
賃
金
の
原
資
と
な
る
売

上
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
当
然
、
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
時
間
外
労
働
時
間
が

減
る
と
賃
金
が
下
が
る
こ
と
に
な
り
、
働

き
手
が
い
な
く
な
る
状
況
に
陥
り
ま
す
。

●
発
着
荷
主
が
現
状
を
認
識
し
て
い
な
い

図
1
に
、
日
本
独
自
の
物
流
に
お
け
る

商
慣
行
（
1
運
行
あ
た
り
の
平
均
拘
束
時

間
と
そ
の
内
訳
）
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

運
転
時
間
は
6
時
間
43
分
で
す
が
、
休

憩
時
間
を
除
く
と
、
そ
れ
以
外
に
荷
役
作

業
時
間
が
1
時
間
29
分
、
荷
待
ち
時
間
が

1
時
間
34
分
あ
り
ま
す
。
こ
の
荷
役
（
作

業
時
間
）
は
、
荷
物
の
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積

み
込
み
作
業
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
の
荷
卸
し

な
ど
の
荷
役
作
業
に
か
か
る
時
間
で
、
荷

待
（
荷
待
ち
時
間
）
は
「
待
機
時
間
」
と

荷主側にも求められている !
物流の2024年問題への対応

一般社団法人 運輸デジタルビジネス協議会（TDBC）
代表理事

小島 薫
URL   https://unyu.co/

E-mail   unyu.co@wingarc.com

Th
e title

1

　物流は社会活動の重要基盤であり、多くの中

小事業者に支えられています。昨今「物流の

2024 年問題」（労働時間が短くなることで輸送

能力が不足すること）が懸念されている中で、

政府は 2023 年 6 月 2 日に「物流革新に向けた

政策パッケージ」を発表しました。本稿で、今

後、物流事業者及び荷主事業者に求められてい

る対応について考察します。

※ 1：「第 14 回トラック輸送における取引環境・労働時間改善中央協議会【資料 1】国土交通省提出資料」
　　　https://www.mlit.go.jp/common/001465689.pdf

https://unyu.co/
mailto:unyu.co@wingarc.com
https://www.mlit.go.jp/common/001465689.pdf
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特集企画／物流の「2024年問題」対応策

も
呼
ば
れ
て
お
り
、
荷
役
作
業
に
入
る
ま

で
の
待
ち
時
間
で
す
。

　

例
え
ば
、
ト
ラ
ッ
ク
が
届
け
先
（
着
荷

主
）
に
到
着
し
て
も
、
荷
卸
し
場
所
（
通

称
バ
ー
ス
）
に
他
の
車
両
が
入
庫
し
て
荷

卸
し
中
の
場
合
は
、
順
番
待
ち
が
発
生
し

ま
す
。
こ
れ
が
荷
待
ち
時
間
で
す
。

　

1
運
行
で
、
こ
の
荷
待
ち
時
間
が
平
均

1
時
間
34
分
、
月
平
均
22
日
稼
働
で
試
算

す
る
と
年
間
４
１
３
・
６
時
間
で
、
荷
待

ち
時
間
だ
け
で
も
先
ほ
ど
の
全
産
業
平
均

の
労
働
時
間
と
の
差
に
相
当
し
ま
す
。

　

こ
の
荷
待
ち
時
間
で
す
が
、
道
路
渋
滞

を
避
け
る
た
め
に
荷
卸
し
場
所
の
営
業
時

間
前
に
到
着
し
て
順
番
待
ち
を
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
荷
主
責
任
で

発
生
す
る
荷
待
ち
時
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、多
く
は
荷
主
都
合
で
発
生
し
て
お
り
、

こ
の
時
間
は
物
流
事
業
者
の
み
の
努
力
で

は
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、こ
の
荷
待
ち
時
間
に
つ
い
て
は
、

標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
の
平
成
29
年

11
月
の
改
正
に
よ
っ
て
、
運
賃
と
は
別
の

待
機
時
間
料
金
と
し
て
明
確
化
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
国
土
交
通
省
は
令
和
2
年
4
月

に
「
標
準
的
な
運
賃
の
告
示
」
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
中
で
「
待
機
料
金
は
30
分
を

超
え
る
場
合
に
お
い
て
30
分
ご
と
に
発
生

す
る
金
額
」
と
し
て
具
体
的
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
多
く
の
ケ
ー
ス
で
料
金
と

し
て
収
受
で
き
て
は
い
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
こ
の
荷
待
ち
時
間
は
拘
束
さ
れ

て
い
る
限
り
労
働
時
間
と
し
て
扱
わ
れ
、

賃
金
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

結
果
的
に
、
物
流
事
業
者
と
し
て
は
売

上
の
な
い
賃
金
発
生
と
な
り
、
最
終
的
に

は
時
間
当
た
り
の
ベ
ー
ス
賃
金
低
下
の
原

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
荷
役
作
業
も
こ
れ
ま
で
の
商
慣

行
か
ら
多
く
の
場
合
で
運
賃
に
含
ま
れ
て

お
り
、
実
際
の
作
業
に
対
す
る
適
正
な
料

金
が
収
受
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

仮
に
、
こ
の
荷
待
ち
時
間
を
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
物
流
事
業
者
と
し
て

は
、
売
上
は
変
わ
ら
ず
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
時
間
短
縮
に
つ
な
が
り
、
結
果
的
に

時
間
賃
金
の
単
価
ア
ッ
プ
と
い
う
好
循
環

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
課
題
解
決
の
難
し
さ
は
、
発

生
そ
の
も
の
を
80
％
以
上
の
発
着
荷
主
が

認
識
し
て
い
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
※ 2
。

し
た
が
っ
て
、
物
流
事
業
者
側
が
申
し
入

れ
を
し
て
も
解
決
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
仮
に
荷
主
か
ら
適
正
な

運
賃
が
元
請
け
に
対
し
て
支
払
わ
れ
て
い

て
も
、
多
重
下
請
け
の
構
造
か
ら
下
請
け

の
実
運
送
事
業
者
が
実
際
に
収
受
で
き
て

い
る
運
賃
は
多
重
に
手
数
料
が
引
か
れ
た

金
額
で
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
価
格
転
嫁
が
な
さ
れ
て
い
な
い

　

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
の
燃
料
費
も
近
年
高

騰
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
価
格
転
嫁
も
多

く
の
物
流
事
業
者
で
は
満
足
に
で
き
て
い

な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

中
小
企
業
庁
の
２
０
２
２
年
の
調
査
で

は
、
燃
料
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
、

そ
の
他
労
務
費
、
原
材
料
費
の
3
部
門
に

お
い
て
、
コ
ス
ト
上
昇
分
の
価
格
転
嫁
が

調
査
対
象
の
全
27
業
種
の
中
で
、
す
べ
て

が
27
位
の
最
下
位
と
な
っ
て
お
り
、
多
く

は
物
流
事
業
者
が
負
担
し
て
い
る
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
※ 3
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
物
流
事
業
者

と
し
て
は
、
業
務
の
見
直
し
、
自
社
拠
点

で
の
中
継
輸
送
の
実
施
、
高
速
道
路
の
活

用
、
フ
ェ
リ
ー
等
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

な
ど
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間

の
抑
制
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
を

短
縮
す
る
の
は
物
流
事
業
者
の
受
託
で
き

る
物
流
業
務
量
を
減
ら
す
こ
と
に
な
り
、

た
だ
で
さ
え
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
物

流
事
業
者
の
自
社
の
努
力
の
み
で
は

２
０
２
４
年
問
題
の
解
決
は
難
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

物
流
問
題
は
〝
荷
主
〟の

「
２
０
２
４
年
問
題
」
へ

　

そ
こ
で
、
危
機
感
を
持
っ
た
政
府
は
働

き
方
改
革
関
連
法
を
適
用
す
る
1
年
前
、

出典：「持続可能な物流の実現に向けた検討会 最終とりまとめ」資料　p.5 を加工
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/sustainable_logistics/pdf/20230831_1.pdf

1運行の平均拘束時間とその内訳（荷待ち時間がある運行）

合計 12時間26分

点検等  24分

運転  6時間43分
荷待
1時間
34分

荷役
1時間
29分

附帯他  16分

休憩
1時間
58分

図1　1運行の平均拘束時間

※ 2：持続可能な物流の実現に向けた検討会（第 10 回）資料 3　物流の適正化・生産性向上に向けた荷主事業者・物流事業者が取り組むべき事項（案）
p.10 参照　https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/sustainable_logistics/pdf/010_03_00.pdf

※ 3：中小企業庁「価格交渉促進月間（２０２２年 3 月）フォローアップ調査の結果について」（令和 4 年 6 月 22 日）
　　　https://www.meti.go.jp/press/2022/06/20220622002/20220622002-a.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/sustainable_logistics/pdf/20230831_1.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/sustainable_logistics/pdf/010_03_00.pdf
https://www.meti.go.jp/press/2022/06/20220622002/20220622002-a.pdf
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中
小
企
業
で
も
挑
戦
で
き
る
！

海
外
市
場
進
出
の
ス
ス
メ

The serialization title

な
ど
の
活
動
が
制
約
を
受
け
、
生
産
量

や
売
上
高
が
減
少
し
ま
す
。

●
消
費
人
口
の
減
少

生
産
年
齢
人
口
は
、
消
費
活
動
の
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
生

産
年
齢
人
口
が
減
る
と
、
消
費
人
口
も

減
少
し
ま
す
。
消
費
人
口
が
減
少
す
る

と
、
中
小
を
含
む
企
業
の
売
上
高
が
減

少
し
、
市
場
規
模
が
縮
小
し
ま
す
。

　

中
小
企
業
は
一
般
的
に
市
場
規
模
が

縮
小
す
る
と
、
中
堅
や
大
手
企
業
と
の

競
争
が
激
し
く
な
り
、
限
ら
れ
た
市
場

の
奪
い
合
い
に
よ
っ
て
価
格
競
争
に
陥

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
経
営

体
力
が
上
回
る
大
手
や
中
堅
企
業
に
対

し
、
中
小
企
業
は
価
格
競
争
に
打
ち
勝

つ
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

海
外
市
場
開
拓
は

事
業
収
益
拡
大
に
必
須

●
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
中
小
企
業
に

よ
る
海
外
市
場
へ
の
進
出
は
、
事
業
収

益
拡
大
の
新
た
な
機
会
と
な
り
ま
す
。

に
達
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
５
年
以
降
は
少
子
高
齢
化
の

進
行
で
、
生
産
年
齢
人
口
は
減
少
に
転

じ
て
お
り
、
２
０
２
３
年
に
は
約
７
千

４
０
０
万
人
に
ま
で
減
少
し
、
２
０
６

５
年
に
は
約
４
千
５
２
９
万
人
ま
で
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
産
年
齢
人
口
が
減
る
と
、
同
じ
よ

う
に
市
場
規
模
が
縮
小
す
る
理
由
は
、

以
下
の
と
お
り
で
す
。

●
労
働
力
人
口
の
減
少

生
産
年
齢
人
口
は
、
労
働
力
人
口
の

大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、

そ
の
生
産
年
齢
人
口
が
減
る
と
、
労
働

力
人
口
も
減
少
し
ま
す
。
労
働
力
人
口

が
減
少
す
る
と
、
企
業
の
生
産
・
販
売

国
内
市
場
の
縮
小
に
よ
り

事
業
収
益
拡
大
が
困
難
に

　

図
1
の
グ
ラ
フ
は
、
１
９
５
０
年
か

ら
２
０
６
５
年
ま
で
の
日
本
の
生
産
年

齢
人
口
の
推
移
を
示
し
て
い
ま
す
。
生

産
年
齢
人
口
と
は
、
15
歳
以
上
〜
64
歳

以
下
の
人
口
で
あ
り
、
生
産
活
動
の
中

心
に
い
る
層
の
こ
と
で
、
つ
ま
り
、
自

分
で
働
い
て
稼
ぎ
、
お
金
を
使
う
人
口

層
に
な
り
ま
す
。

　

１
９
５
０
年
に
は
、
日
本
の
人
口
は

約
８
千
４
０
０
万
人
で
、
そ
の
う
ち
生

産
年
齢
人
口
は
約
５
千
１
７
万
人
で
し

た
。
そ
の
後
、
人
口
増
加
に
伴
い
、
生

産
年
齢
人
口
も
増
加
を
続
け
、
１
９
９
５

年
に
は
ピ
ー
ク
の
約
８
千
７
１
６
万
人

　近年、少子高齢化や人口減少が進み、縮小する国内市

場に代わって、海外市場への進出を検討する中小企業が

増えています。その主な理由としては、海外市場には国

内市場とは異なり、人口増加や経済成長が続いている国

や地域が多く存在していることが挙げられます。連載第

１回は、中小企業が海外市場開拓を行う意義と必要性、

及びその進め方の概説になります。

第 1回

中
小
企
業
の
海
外
市
場
開
拓
へ
の

意
義
と
必
要
性

https://www.gbma.jp/
mailto:info@gbma.jp
https://bzsupport.blog.ss-blog.jp
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中小企業でも挑戦できる！ 海外市場進出のススメ

合
、
中
小
企
業
は
海
外
市
場
で
の
収
益

拡
大
を
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
中
小
企
業
は
海
外
市
場
に

進
出
す
る
前
に
、
冷
静
に
自
社
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
競
争
力
を
見
極
め
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

現
在
の
自
社
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
競

争
力
が
な
い
と
い
う
場
合
に
は
、
競
争

力
の
あ
る
も
の
が
手
に
入
る
ま
で
海
外

市
場
へ
の
進
出
を
行
わ
な
い
判
断
が
必

要
で
す
。
詳
細
つ
い
て
は
、

・
第
2
回
「
海
外
市
場
開
拓
の
課
題
と

対
応
」

・
第
3
回
「
中
小
企
業
に
よ
る
海
外
市

場
調
査
の
基
本
」（
自
社
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
競
争
力
の
見
極
め
方
）

こ
ち
ら
で
説
明
し
ま
す
。

海
外
市
場
開
拓
は

「
輸
出
」
か
ら
始
め
よ

●
輸
出
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

　

海
外
市
場
へ
の
進
出
に
は
「
輸
出
」

と
「
海
外
投
資
」
の
２
つ
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。
輸
出
は
、
自
社
で
製
造
し
た

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
海
外
に
販
売
す
る

　

海
外
市
場
は
国
内
市
場
と
異
な
り
、

人
口
増
加
や
経
済
成
長
が
続
い
て
い
る

国
や
地
域
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
中
小
企
業
が
海
外
市
場
に
進
出

す
る
こ
と
で
、
新
た
な
顧
客
や
市
場
を

獲
得
し
て
事
業
収
益
を
拡
大
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

海
外
市
場
開
拓
の
具
体
的
な
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

・�

新
た
な
顧
客
層
の
獲
得
に
よ
る
売
上

拡
大
の
可
能
性

・�

自
社
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
グ
ロ
ー
バ

ル
展
開
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の

可
能
性

・�

海
外
市
場
へ
の
進
出
に
よ
る
事
業
縮

小
リ
ス
ク
の
回
避

・�

海
外
市
場
へ
の
進
出
に
よ
る
新
た
な

事
業
機
会
の
創
出

　

中
小
企
業
が
海
外
市
場
へ
の
進
出
を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
自
社
の
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
が
競
争
力
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
な
ぜ
な
ら
競
争
力

の
な
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
海
外

市
場
で
価
格
競
争
に
陥
る
リ
ス
ク
が
高

く
な
り
ま
す
。
価
格
競
争
に
陥
っ
た
場

出典：内閣府（2022）「令和 4年版高齢社会白書」を加工
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図1　1950年から2065年までの日本の人口推移



第Ⅱ部：データ経営の確立に向けて
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新入社員が会社を変える！
〜 データサイエンスの可能性 〜

原作／河野 賢一
株式会社ウイズダムビジネス研究所  代表取締役
株式会社ケイエスグローバル  代表取締役
関東学院大学・尚美学園大学・日本大学・千葉経済大学  講師
E-mail   kohnoken@nifty.com

マンガ／森元 智 

ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学

最終回

　小林の属する情報戦略課は、会社の目差す経営

方針を基に、工場や店舗の現場の声を収集してデ

ータ経営の成果を生み出しつつあった。そんなあ

る日、小林は会社から「アメリカの大学院でデー

タサイエンスを学ばないか」という派遣留学の要

請を打診され、熟考の末に要請を受け入れる。

mailto:kohnoken@nifty.com


当
社
の
デ
ー
タ
経
営
の

指
針
の
も
と

情
報
戦
略
課
で
は

こ
の
よ
う
な
方
針
で

活
動
し
て
き
ま
し
た

チ
ャ
ン
ス
ロ
ス
や

フ
ー
ド
ロ
ス
は

軽
減
で
き
て
お
り

そ
の
数
値
デ
ー
タ
は

こ
の
と
お
り
で
す

需
要
予
測
の

精
度
ア
ッ
プ
で

協
力
体
制
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
！

今
ま
で

製
造
部
と

営
業
部
に
は

意
見
の
対
立
が

あ
り
ま
し
た
が

製
造
部
か
ら
の

多
く
の
要
望
を

情
報
戦
略
課
は

よ
く
聞
い
て

く
れ
て
い
ま
す

需
要
予
測
モ
デ
ル
は

改
良
の
余
地
も

あ
り
ま
す
が

経
営
改
善
の
成
果
は

あ
が
っ
て
い
ま
す
ね

①
全
社
デ
ー
タ
経
営
の

　
確
立
に
向
け
て
需
要
予
測
の

　
精
度
ア
ッ
プ
を
優
先
課
題
と
す
る

②
経
営
層
の
意
向
と
同
時
に

　
工
場
や
店
舗
に
お
け
る

　
現
場
の
声
を
吸
い
上
げ
る

ワ
ー
ル
ド
デ
リ
カ

経
営
会
議

次
に

経
営
企
画
部

情
報
戦
略
課
の

森
課
長
か
ら

デ
ー
タ
経
営
に

関
す
る
活
動
状
況
を

発
表
し
て
も
ら
い
ま
す

③需要予測モデルを構築し
　実績との差を確認する

製
造
部

営
業
部
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